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A CASE REPORT OF PROSTATE CANCER WITH 
         PANETH CELL-LIKE CHANGE
Norihito Soga, Ryuichi Suzuki and Yoshinori Komeda
From the Department of Urology, Health Insurance  Hazu Hospital
   We report one case of Paneth cell-like change of prostate cancer. An 81-year-old male reported 
to our hospital with the chief complaint of urinary retention. The serum concentration of prostate 
specific antigen, 168 ng/ml, was high, and digital examination was performed. Because we suspected 
prostate cancer, needle biopsy of the prostate was performed. Histological examination revealed 
moderately-poorly differentiated adenocarcinoma. Computed tomography revealed no invasion to 
the prostatic wall and no metastasis to the lymph node.  "mTc-HMDP revealed no bone metas-
tasis. We chose intravenous hormonotherapy (fosfestrol 500 mg/day, 20 days), but urinary retention 
did not improve. Therefore, we perfomed transurethral prostatectomy to improve the symptoms. 
Histological examination of the removed specimen revealed moderately differentiated adenocarci-
noma with Paneth cell-like change. Immunochemical and histochemical stains were positive for 
Grimelius, serotonin and prostatic acid phosphatase and negative for periodic acid-Schiff reaction, 
lysozyme, neuron specific enolase, prostate specific antigen, alpha-l-antitrypsin and IgA. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 41: 891-894,1995)
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緒 言
本 来 消化 管 に存 在 す る バ ネ ー ト細 胞 に 類 似 した変 化
が前 立 腺組 織 に 発 生す る こ とは 稀 で あ る.今 回本 症 例




既 往歴 ・家 族 歴:特 記 す べ き こ とな し
現病 歴1数 年 前 よ り排 尿 困 難 が存 在 して い た.平 成
6年10月6日 尿 閉 の主 訴 に て,当 院 受 診.導 尿 に て
510mlの尿 の排 泄 を み た.同 時 に 施 行 した 直 腸診 に
お いて,前 立腺 癌 を強 く疑 わ しめ た.ま た 前立 腺 の腫




(基準値4.Ong/m1以下)を 高 値 を 示 した た め,経 直


































ミ.弾 澄 一 か♪ 纂?・_




立 腺 組 織 の 病 理 学 診 断 に お い て 右 側 はmoderatcly
differentiatedadenocarcinoma,左側 はmoderate-
1y,poorlydifferentiatedadenocarcinomaの結 果
を え た.Panethce11-likechangeは伴 っ て い な か っ
た.
一 方 ,経 尿 道 的 前 立 腺 切 除 術 に よ りえ た 組 織 の 病 理
学 診 断 は,moderatelydifferentiatedadenocarci-
nomaが19切 片 中4片 に 認 め ら れ 一 部 にPanethcell-
Iikechangeを伴 っ て い た,Panethcell-likechange
は,円 柱 状 の 細 胞 で あ り,細 胞 質 は ヘ マ トキ シ リ ンに
好 染 し,エ オ ジ ン に 好 染 す る 小 さ い 穎 粒 を 豊 富 に 有 し
て い た(Fig.la,lb>.
免 疫 組 織 学 的 染 色 な ら び に 組 織 化 学 的 染 色 の 結 果
は,Grimelius,serotoninandprostaticacidphos-
phataseにお い て 陽 性 で あ り,periodicacid-Schiff
reacion,lysozyme,neuronspecif…cenolase,pros-
tatespecificantigen,α一1-antitrypsinandIgAに
お い て 陰 性 で あ っ た(Fig,2a,2b,2c).手術 後 排 尿 状
態 は 改 善 し,11月25El退 院 し た.電 子 顕 微 鏡 的 検 査 は


















一プ ロ レイ ン3 .75mg皮下投 与 に て 経 過 観 察 して い
るが,現 在PSAは4.3ng/m1と 低 値 を示 し,目 立
った前 立 腺 癌 の 進 行 を認 め て い な い,
考 察
Panethcellは,小腸,虫 垂,上 行結 腸 陰 窩の底 部
に存 在 す る,大 き く円柱状 の細 胞 で あ る1・2)・細 胞 質
は ヘ マ トキ シ リンに好 染 し,エ オ ジ ン好 染 す る穎 粒 を
Table1.

























































































































有 し,卵 形 の 核 は基 底 側 に偏 して い る3).電子 顕 微 鏡
的 に は,蛋 白合成 型 の細 胞 で あ り,基 底 部 に は粗 面 小
胞 体 の 配列 が 認 め られ,ま た ゴル ジ装 置 が分 泌穎 粒 を
形成 してい る4).
Panethcellの穎粒 の 働 き は 明確 に な って い ない
が,穎 粒 中 に は,細 菌 の糖 ペ プ タイ ドを分 解 す る リゾ
チ ー ムが存 在 して い る こ とが 確認 され て い る.ま た,
細 胞 質 内に 存 在 して い るIgAと 補 体 が 相 互 作用 にて
溶 菌 作用 を 発 生 させ,腸 内細 菌 の調 節 に 関 与 して い る
こ とが推 測 され て い る3).
Panethce11-1ikechangeを伴 った 前 立 腺 癌 は,
Haratake5)らが 報 告 し て 以 来,Weaverら6)や,
Frydmanら7)が追 随 して 報 告 して い る のみ で 自験 例
が8例 目で あ る.ま たPanethce11-likechangeを
伴 った 前立 腺 肥 大 症 例 を含 む と12例目で あ る.







































して施行 した経尿道的前立腺切除 に よ りえた標本に
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